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濃尾地震の解析的再現
三雲 健三！と・安藤雅孝ネ
濃尾地震は 日 本 の 内｜遣をIi にお こ った最大級の地震だ っ た ． 最近 ．つ研究は ， こ の地震が 11~ 尾
谷断層をは じめとする活断層系の大きい動きで生 じたこと を示している．今後の観測と災































( 2) 余震分布 断層面の深さについて一つの推定の
根拠となり うる．





( 5) 地動方向 断層の破壊の進行：二関して伝播方向，
速度などの情報を含むものと思われる．























(1) 地表面の断層 断層線の位置と，地表での断層 ているようにみえる．松田（5）の調査によれゴ，この三つ
* Takeshi MIKUMO 料 MasritakaANDO 京都大学 の断層（図2実線）の地震時の地表面変位は次の通りであ
iお災研究所 る






(1) 温見断層（野尻一温見） 20 km 地表面で観察された断層面は 1,2カ所を除いてほぼ垂
水平変位左ずれ最大 311，平均約 l111 直であった．図3には根尾谷断層のうち，中村付近の水
上下変位南西側隆起最大 1.8 11，平均約 1m 平変位8111の部分の写真を示した．
( 2 ) 根尾谷断層（能郷白山一水鳥一金原一川内） 35 km 以上のほか，黒津，水鳥大将軍，水鳥，古瀬など，長
水平変位 左ずれ最大 811 北部で平均約 3m さ lkm未満の小さい地震断層がある（5）＿ 水鳥断層は水
南部で平均 6～7m 平左ずれ最大 4m，北東側隆起最大 6lllの変位を示した
上下変位 南西側隆起最大 4111 が，根尾谷断層の中では特異な動きであリ ，断層線の屈
北部で平均約 311 
南部で上下変位なし
( 3 ) 梅原断層（）｜内一高富一関一坂祝） 25 km 
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と推定され（標f¥t偏差 別.50），このほか大l!i,北方， 1主 ｛｝ 













すれば，これらはそれぞれ 2～3sec, 0. 1程度（ダンパ
ーはついていないが針先の摩擦を考慮した場合）と思わ
れる．震動は記録計の始動後｜岐阜においては 7sec，名
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拡大していくと仮定した．破壊伝搭速度（v）は 2.2, 2.5, 
3.0 k11fsecの各場合について，また断層形成時間（ライ
ズ。タイム） では，（1）全断層について2.0 sec, (2）断層変
位に応じて異なり，日－a', a' b, b c, c d, c e各部分
で 1.0, 2.0, 3.5, 1.5, 1.0 sec （断層とり速度はほぼ一様
に約 100cm/sec), (3）上の各部分で 1.5, 4.0, 7.0, 2.5 
1.5 sec （断層とり速度約 50cm/sec）の三つの場合を想定
して計算した．また，この地方の地殻中の地震波速度は
爆破地震動観測結果（加（27）を参照して P波 6.0 km/sec, 
S波 3.5 km/secとした. ti:おこの計算によって得られ
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1".I 8および図9は同様に，それぞれ破壊がれ点および
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破 lg~1:1 ve ,1 ，＇ ，~ a b 
( 1 ) 破壊発 ~＼ ：.～家屋倒壊 (sec) 24～26 15～17 9～10 
( 2 ) 破壊発生～liJ]・JiF'i ~I~ 1& (sec) 31～36 18～21 11～13 
( 3) 家民倒壊～｜析肘生成 (sec) 7～10 3～4 2～3 
ここでP波， S波，破壊進行の各速度を5,5～6. 0,3, 2～ 
3. 5, 2. 2～2. 5 km/sec, この部分の断層のライズ ・タイ
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らにライズ ・タイムが短かいと きは，理論振l隔はさ らに
















度で断層を形成し， これが約 2.5 km/sec以内の破壊速
度で次々と東南方へ伝播し，根尾谷｜断層南半部では最大
7 secおそらくは 4sec程度で平均 7mの大きい断層変
位を生じ， c地点で断層が分岐して梅原断層と一の宮方
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Jσ＝η. fl・D/W (a) 
の形で表わされる（30）.ここで W,D, i ~ はそれぞれ，断層
58 
、 、ー
I日の 111~し l卵白面上の変｛＼／~， 1:0J1J・ti：率を示ナーろは Wと｜析！？っ
の長さ Lとの関数であるが， L>Wの場介：こはほとんど
変化せず 一定と考えてよい つまり ．ある点の応力降下
は W/2程度離れたJ[ic(limにある断凶而の切jきには影響さ
れないことを示している．この関係を（叱って｜析府ID臼＼｜二の
変位の違いの意味を考える ． も っ ともい）式はl~;il脳が分
枝している部分には適用できないので，以卜・ c--cl, c-e 
問は除き a-c問についてだけ考える ここでは1'(r1章で仮
定したように，断層面の1[r;；は一定とする. vVを 15km 
とすると， （a）式より Jσ は 8l1l変位した金原付近で
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